
愛知大学では､文部科学省｢私立大学研究ブランディング事業｣の採択を受け､ ｢越境地域マネジメント研究｣を本学に拠点
化し､その実用によって縮減する社会に持続性を生み出すとともに､全国県境地域への波及効果を目指しています｡その一環
として､本研究フォーラムを下記の通り開催いたします｡越境地域政策に関心を持つ皆様のご参加をお待ちしております｡

日時:2020年1月25日(土)場所:愛知大学豊橋校舎

あいさつ　　　　　川井伸一(愛知大学学長)

趣旨説明　　　　戸田敏行(愛知大学三遠南信地域連携研究センター長)

基調講演　　｢グローバル経済社会と中部圏｣

大西　隆(豊橋技術科学大学学長､前日本学術会議会長)

◇会場:本舘5F第3･4会議室

越境地域計画と広域連携　∃諾誓｢=*至芸誤害悪諾尖学)､
加藤正人(愛知県市長会事務局)

趣旨:縮減社会の本格的到来に伴い､行政境界を跨いだ越境地域における広域連携の必要性が高まりつつある.国内外の具体的

事例や実証的考察を通じて､広域連携を推進していくに際しての課題と展望を考える｡

信越県境地域の地域づくりに向けたプラットフォームの再編成:内海巌(上越市創造行政研究所)

新幹線沿線の｢越境×組織化｣にみる地域の再編･再構成:櫛引素夫(青森大学)

三遠南信越境ネットワーク形成～軽トラ市を事例に～:戸EE]敏行(愛知大学)

メガリージョンと政治システム:後房雄(愛知大学)

スーパー･メガリージョン形成に伴う愛知県内市町村への影響:入江容子(愛知大学)

東アジア･ツーリズムの変動力学と現在地:加治宏基(愛知大学)

◇会場:研究館1F　第1 ･2会議室

越境と地域システム　　　コ_デイネ_タ_:飯塚隆藤(愛知大学)
コメンテーター:岩田貞典(愛知大学)

趣旨:越境地域マネジメントにおける地域システムやGJSの有益性について､産業･まちなか･中山間地域.歴史をテーマに研究成果

を報告し､議論する｡また､構築したデータベースや得られた知見をどのように社会に還元するのか､オープンデータやシビッ

クテックの観点から考えてみたい｡

･非連続的イノベーション時代における自動車産業の変革:蒋湧(愛知大学)

･ ｢まちづくり｣に向けた地域調査の実践一豊橋まちなかにおけるゼミ活動を通じて:駒木伸比古(愛知大学)

･中山間地域における無住化集落の分布とその空間的特徴:渡逼散逸(愛媛大学)

･三遠南信地域の歴史GISデータ整備:飯塚隆藤(愛知大学)

･絵図･古地図による吉田城下と周辺街道の復原:菊池直哉(豊橋市二川宿本陣資料館)

･東三河におけるオープンデータおよびシビックテックの動向:木村博司(Code for MIKAWA)

◇会場:研究館1F第3･4会議室

越境地域と事業協働　　∃語誓｢ =5E志望筑豊詣諾認諾忘社中)､
永柳宏(三菱〕FJリサーチ&コンサルテインゲ)

趣旨:本分科会では､都市中心部と中山間地域を対象に､主として大学と地域との協働に基づく諸事業を取り上げて検討を加える｡

事業協働における大学の役割､教育効果等を念頭に置きつつも､その一方で実際のまちづくり､地域づくりにおける事業協働

の在り方を考察するo都市と中山間という異なる空間を同じ分科会で扱うことを通して､改めて越境の意義を問い直したいo

地域実践教育とまちづくり:辻隆司(愛知大学)

中山間地域の社会的価値一三遠南信アンケート調査より-:岩崎正弥(愛知大学)

売木村との大学連携共同事業:黍嶋久好(愛知大学)

南信州広域連合と学生による｢市田柿｣のマーケテイング実践:太田幸治(愛知大学)

豊橋まちなかでのエリアマネジメントの試み:小川直哉(豊橋まちなか会議事務局)

産学官連携による低年次プログラムの展開:舌川剛(愛知大学)

中川運河とまちづくり:内山志保(愛知大学)

Å盟志慧

※参加をご希望の方はもFAXまたはE-mailにてお申k9込み下さいo


